
(宛 先 )

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬 '生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4287)
03(3595)2423(18時以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

寄付金口契約金等受取(割当て)額等回答表

報
"銅

0月 ″ 日 薬事・食品衛ご曇璽真
7月 荊

品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取 (害1当 て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のアミノシクロピラクロルの残留基準の設定について

②食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

③食品中のキャプタンの残留基準の設定について

④食品中のジクロルプロップの残留基準の設定について

⑤食品中のジョサマイシンの残留基準の設定について

⑥食品中のスペクチノマイシンの残留基準の設定について

⑦食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

③食品中のフェンプコナゾールの残留基準の設定について

⑨食品中のプロピコナゾールの残留基準の設定について



(別紙 )

①食品中のアミノシクロピラクロルの残留基準の設定について

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

申請資料等の作成に密

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

②食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

●

●

ｒ
‐
‐
」

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

鉦
小
霊
小

日

団

「
‐

‐

Ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権 特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

企業名 (申 請企業等):  三
● 寄付金・契約金等の受取(害1当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度
□

● 申請資料等の作成に密

無:□ 有リ ゴ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

→ 該当の有無:□ 有り● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1 

特記事項

③食品中のキャプタンの残留基準の設定について

し

し

無

無

百

回

有 り

一―

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

企業名 (甲 謂企業等 ):  IZ
● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成27年度

□ 平成28年度

の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

受取の有無 :□ 有り  ご 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

該当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□

し

し

無

無
時
Ｌ
ｌ
ｊ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

□



④食品中のジクロルプロップの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等):  バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑤食品中のジョサマイシンの残留基準の設定について

→ 受取の有無:□ 有り  M/無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

当の有無 :□

該当の有無 :□
●

●

ｒ
‐
‐
」

し

し

無

無

Ｌ

日

「
‐
‐
‐
Ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

● 寄付金・契約

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度
□ 平成29年

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

げ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

有

有

□

□

し

し

無

無

♂
′ピ
「
―
Ｉ
Ｊ1 

特記事項

⑥食品中のスペクチノマイシンの残留基準の設定について

):   ゾエテイス・ジャパン株式会朴

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権 特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                 )

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

→ 受取の有無:□ 有リ ♂無し

□ 平成27年度
□ 平成28年度

平成29年度

● 申請資料等の作成に密接に

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万 円超～500万円以下

□ 500万 円超

当の有無 :□
→ 該当の有無 :□●

Ｆ
‐
‐
‐
」

し

し

盤
小
缶
小

叫

口

「

‐

Ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式



企業名(競合企業): MeiI Selkaフ ァルマ株式会社
→ 受取の有無:□ 有り  日

′
無し

当該年度における受取額
□ 平成27年度
□ 平成28年度
□ 平成29年

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□  有り

ご 無し● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度
□ 平成29

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企業名(競合企業):    日本全薬工業

ｌ

Ｌ

Ｆ

ｊ

下以円万００５

”

万 円 超
”

¨

０

０

０

５

５

５

□

□

●

●

ｒ
‐
‐

」

し

し

無

無

／ヽ町
ゴ

「‐
‐
‐
Ｊ

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

し

し

　

　

　

　

　

　

　

　

し

無

無
　
　
　
　
　
　
　
無

彰
Ｌ
ｌ
ｊ

♂

●

●

ｒ
‐
‐
‐
」

該当の有無:□ 有り

該当の有無:□ 有り

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度
□ 平

料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

→ 受取の有無:□ 有り

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

●

●

ｒ
‐
‐
‐
」

し

し

無

無

〓峰
覧

―
Ｉ

Ｊ

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料   □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

→ 該当の有無 :□ 有り

有 り



⑦食品中のデルタメドリン及びトラロメblJンの残留基準の設定について

彗 誓 彗 穂 ヅ 薔 鷺 画 発 計
聾 盗 要 盪 仁 塑 盤 豊 当 こ __驀

轟 扇 薫 百 覇 戸 ♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

申請資料等の作

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特男1の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

申請資料等の作成に密

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特男1の利害関係
特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

●

●

ｒ
‐

‐

」

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

笠
小
鉦
小

″
□
／回

「
‐
‐
‐
Ｊ

有

有

③食品中のフェンプコナゾールの残留基準の設定について

.讐庫 ξ 彗 題 肇 窮 雪 許 彗 覇 誡 ξ
22望 塑 盤 ゴ 論 灘 こ _______T=瑾

藪 万 蔀 F七 π 前

「

 ピ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1 

特記事項

⑨食品中のプロピコナゾールの残留基準の設定について

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

し

し

笠
小
鉦
小

ピ

ビ

「
‐
‐
Ｊ

有

有

□

□

嘲 己 鑢 ら 夕 籠 轟 ギ
22墜 盛 螢 L― _=毒

面 薫 百 罰
~ご

無し● 寄付金.契約金等の受取(割 当て)額

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無

／

ジ

ー

●

●

ｒ
‐

‐

」

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                 )

□













(宛先)

〒100-8916

　　電話

　　FAX

　　　厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

　　　　　東京都千代田区霞が関1-2-2
　　　03(5253)1111(内線4287)
　　　03(3595)2423(18時以降)
　　　03-3595-2432(残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

　　　　　　　　　　　　　　　平成29年9月29日
平成29年10月12日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のアミノシクロピラクロルの残留基準の設定について

②食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

③食品中のキャプタンの残留基準の設定について

④食品中のジクロルプロップの残留基準の設定について

⑤食品中のジョサマイシンの残留基準の設定について

⑥食品中のスペクチノマイシンの残留基準の設定について

⑦食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

⑧食品中のフェンブコナゾールの残留基準の設定について

⑨食品中のプロピコナゾールの残留基準の設定について

現姻蓮凝プ観銚石鴨所▽'、
一一



(別紙)

①食品中のアミノシクロピラクロルの残留基準の設定について

企　名(請企　等):
一■◆　　　　　　　、

　ユ,、
△

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り 〆無し

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額
       口平成27年度口　50万円以下
       口平成28年度口50万円超～500万

       口平成29年度口　500万円超
       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式

       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り　　口
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[…
→　該当の有無:□　有り

口

し
し

無
無

②食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

企　名(申請企業等): 口　　　△

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取
       口平成27年度口　50万円以下
       口平成28年度口50万円超～50
       口平成29年度口　500万円超
       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式
       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　
→該当の有無:□　有り

 嗣　無し

 口　無し
冨無し　
]

③食品中のキャプタンの残留基準の設定について

企　名(請企　等):  工、
△

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り

        受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受
        口平成27年度口　50万円以下
        口平成28年度口　50万円超～
        口平成29年度口　500万円超

        【受取額の内訳】

        口寄附金(奨学寄付金含む)口研究契約金口コンサルタント料・指導料
        口特許権・特許使用料・商標権による報酬

        口講演料　　　口　原稿執筆料口当該企業の株式
        口その他()

        申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　

ぜ無し

50万円超～500万円以下

→該当の有無:□　有り

ゴ無し
 冨　無し　

]



④食品中のジクロルプロップの残留基準の設定について

企　名(1企　等 バ　エレ　ロ・・ 工'ス　　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取
       口平成27年度口　50万円以下
       口平成28年度口50万円超～50
       口平成29年度ロ　500万円超

       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)ロ　研究契約金口コンサルタント料・指導料

       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式

       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　
→　該当の有無:□　有り

M無し

ぜ無し

 口　無し　
]

⑤食品中のジョサマイシンの残留基準の設定について

企業名(請企業等):

　ロ　平成27年度

　口　平成28年度

　口　平成29年度

コー　　、　　　　　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→　受取の有無:□　有り　　9　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

冨無し

㎡無し　
]

⑥食品中のスペクチノマイシンの残留基準の設定について

企　名(申請企　等): 、工一　・巳パ' ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

　　口　平成29年度

→　受取の有無1□　有り　　団　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　
→該当の有無:□　有り

→該当の有無:□　有り

し
し

無
無
ー

冨
回



企　名工A企 Mei'i　Seik　フ　ルマ　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り  回　無し

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額

       口平成27年度口　50万円以下

       口平成28年度口50万円超～500万
       口平成29年度口　500万円超

       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式

       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り　　冨
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

 ド　
企　名(競合企　):

ム

→該当の有無:□　有り

　　無し

 回　無し　
]

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り  口　無し

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額
       口平成27年度口　50万円以下
       口平成28年度口50万円超～500万
       口平成29年度口　500万円超

       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式
       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り　　図
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

 ド　
→該当の有無:□　有り

　　無し

 口　無し　
]

企業名(競合企業):
●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り  回　無し

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額
       口平成27年度口　50万円以下
       口平成28年度口50万円超～500万
       口平成29年度口　500万円超

       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式
       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り　　防
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

 ド　
→該当の有無:□　有り

]

し
し

無
無



⑦食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

企業名申≡企　等 ノミ　エノレ　ロい 工、ス　　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成27年度

　　口　平成28年度

　　口　平成29年度

→　受取の有無:□　有り　　1　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　ロ　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

 ド　
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

口無し

 団　無し　
]

⑧食品中のフェンブコナゾールの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): ・　ミ　レ　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

　　口　平成29年度

→　受取の有無:□　有り　　団　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

 ド　
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

〆無し

 団　無し　
1
1

⑨食品中のプロピコナゾールの残留基準の設定について

企　名申…企業等): "ン"tエン　巳　パ' △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

　　口　平成29年度

→　受取の有無:□　有り　　〆無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

〆無し
M無し　

]












































